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日
露
両
国
の
有
識
者
、

約
50
名
が
参
加

２
０
０
７
年
３
月
19
、
20
日
の
両
日
、

東
京
に
お
い
て
「
第
５
回
日
露
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
側
の
ジ
ャ
パ

ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
シ
ア
側
の

戦
略
策
定
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

こ
の
日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
２
０
０
０

年
９
月
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
訪
日
の
際

に
、
当
時
の
森
喜
朗
総
理
大
臣
と
の
間
で

設
置
が
合
意
さ
れ
た
も
の
。
そ
の
後
の
両

国
外
務
大
臣
間
の
決
定
に
従
い
、
友
好
的

な
日
露
関
係
及
び
早
期
の
平
和
条
約
締
結

の
重
要
性
に
関
す
る
日
露
両
国
民
の
理
解

を
深
め
、
世
論
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

別
表
に
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
モ
ス

ク
ワ
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
及
び
石
川
県
金
沢
市
に
お
い

て
、
４
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
て

き
た
。
03
年
１
月
に
当
時
の
小
泉
純
一
郎

総
理
が
訪
露
し
た
と
き
に
合
意
さ
れ
た

「
日
露
行
動
計
画
」
に
お
い
て
も
、
両
国

の
知
的
交
流
の
場
と
し
て
の
日
露
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
の
第
５
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

は
、
日
露
両
国
の
各
界
の
有
識
者
が
約
50

名
参
加
し
た
。
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
、

森
喜
朗
元
総
理
ら
が
臨
席
し
、
有
馬
龍
夫

日
本
国
政
府
代
表
及
び
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ

ー
ゼ
ン
ツ
ェ
フ
・
ロ
シ
ア
連
邦
院
副
議
長

兼
戦
略
策
定
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
が
共
同

議
長
を
務
め
た
。

ロ
シ
ア
の
セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
ブ
ロ
フ
外
務

大
臣
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

た
。
麻
生
外
務
大
臣
は
、
開
会
挨
拶
に

お
い
て
、
日
露
関
係
に
は
安
全
保
障
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
「
互
恵
的
利
益
を
も
た

ら
す
分
野
」
が
数
多
く
あ
る
が
、「
最
終

的
に
解
決
で
き
て
い
な
い
の
が
領
土
問

題
」
で
あ
り
、「
日
露
関
係
の
潜
在
力
を

飛
躍
的
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
領
土
問

題
の
解
決
が
必
須
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
昨
年
11
月
の
ハ
ノ
イ
の
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
の
際
の
日
露
首
脳
会
談
で

「
領
土
問
題
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
達
成
さ

れ
た
諸
合
意
・
諸
文
書
に
基
づ
き
双
方
に

受
け
入
れ
可
能
な
解
決
策
を
見
出
す
た
め

に
精
力
的
に
交
渉
し
て
い
く
こ
と
で
意
見

が
一
致
し
て
い
る
」
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

両
国
の
相
互
理
解
を

幅
広
く
進
め
る
た
め
に

第
５
回
日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第
１
回

フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
継
続
し
て
い
る
「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
中
で
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
日
露
関
係
の
展
望
」
と
い
う
全

体
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
中
の
日
露
協
力

の
展
望：

政
治
と
文
化
」
を
取
り
上
げ
、

政
治
面
に
お
け
る
日
露
関
係
の
進
展
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
日
露
の
役
割

等
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

北
方
領
土
交
渉
の
場
で
は
な
い
が
、
歴
史

的
な
視
座
か
ら
領
土
問
題
も
議
論
さ
れ

た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
情
勢

が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
日
露
の
誤
解
か

ら
来
る
相
互
不
信
を
除
き
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
、
北
東
ア
ジ

ア
版
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
な
ど
の
可
能
性

も
提
起
さ
れ
た
。

文
化
面
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
日
本

人
は
ロ
シ
ア
文
化
、
特
に
文
学
、
音
楽
、

舞
踊
等
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
一
方
、
ロ

シ
ア
で
は
最
近
、
日
本
映
画
、
現
代
文

学
、
食
文
化
、
漫
画
・
ア
ニ
メ
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
露

相
互
の
文
化
的
関
心
は
、
両
国
関
係
の
ひ

と
つ
の
大
き
な
資
産
で
あ
り
、
こ
れ
の
活

用
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
露
の
相
互
理
解
が

ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
こ
れ
が
両
国
間
の

不
信
と
、
と
き
に
は
緊
張
を
招
い
て
い
る

こ
と
が
問
題
提
起
さ
れ
た
。
今
後
は
両
国

の
相
互
理
解
を
幅
広
く
進
め
る
必
要
が
あ

り
、
マ
ス
コ
ミ
、
市
民
団
体
な
ど
も
含
め

た
幅
広
い
交
流
を
推
進
し
、
両
国
の
世

論
、
さ
ら
に
は
国
民
の
考
え
方
、
感
情
に
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日
露
関
係
の

知
的
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る

■
第
5
回
日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て
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訴
え
る
こ
と
が
重
要
と
の
点
に
つ
い
て
意

見
の
一
致
を
見
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
が
モ
ス
ク
ワ
に
事
務
所
を
開
設

す
る
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
交
流
の
窓
に
な

り
、
意
味
が
深
い
と
歓
迎
さ
れ
た
。
今

後
、
日
露
両
国
が
価
値
観
や
考
え
方
を
ど

こ
ま
で
共
有
で
き
る
か
が
要
と
な
ろ
う
。

資
源
と
関
連
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
の

い
っ
そ
う
の
協
力
へ

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
経
済
に
つ
い
て

「
資
源
と
関
連
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
議
論
し
た
。
日
露
経
済
関
係
全

般
は
発
展
し
て
き
て
い
る
が
、
今
後
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
観
光
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
一

方
、
日
本
企
業
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
が
さ
ら
な
る
経

済
関
係
の
発
展
を
損
ね
て
い
る
こ
と
も
問

題
提
起
さ
れ
、
透
明
な
法
制
度
の
一
層
の

整
備
を
望
む
意
見
が
出
さ
れ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
東
シ
ベ
リ

ア
開
発
、
そ
の
中
で
も
日
露
協
力
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
い
え
る
サ
ハ
リ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
、
ロ
シ
ア
の
省
エ
ネ
・
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技

術
の
協
力
の
可
能
性
な
ど
を
話
し
合
っ

た
。
そ
の
関
連
で
政
府
間
で
は
、
油
濁
防

止
の
演
習
や
、
テ
ロ
・
海
賊
対
策
、
Ｃ
Ｏ
2

を
吸
収
す
る
シ
ベ
リ
ア
森
林
保
護
の
作
業

部
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
紹

介
さ
れ
た
。

議
論
を
通
じ
て
、
日
本
側
参
加
者
は
領

土
問
題
が
解
決
さ
れ
、
平
和
条
約
が
早
期

に
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
日
露
関
係
を
飛
躍

的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
指

摘
し
た
。
一
方
、
ロ
シ
ア
側
参
加
者
は
日

本
が
北
方
領
土
問
題
に
固
執
す
る
た
め

に
、
両
国
関
係
の
発
展
を
損
な
っ
て
い
る

と
論
駁
し
た
。

日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
両
国
共
同
議
長
、
共
催

団
体
長
、
主
要
参
加
者
等
が
記
者
会
見

を
開
催
し
、
第
５
回
日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
概

要
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
側
参

加
者
は
、
文
化
行
事
に
参
加
し
、
大
蔵

流
狂
言
の
鑑
賞
、
築
地
市
場
、
六
本
木

ヒ
ル
ズ
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
森
美
術
館

を
見
学
し
、
日
本
文
化
の
伝
統
と
現
代
の

両
面
に
触
れ
た
。

二
国
間
関
係
を
つ
む
ぐ

発
信
と
受
信
の
場

日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
民
間
の
有
識
者
が

参
加
し
、
政
府
関
係
者
も
個
人
の
立
場
で

参
加
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
ラ
ッ
ク
・
ツ
ー
」

の
知
的
対
話
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
。

回
数
を
重
ね
、
胸
襟
を
開
い
た
率
直
か
つ

建
設
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
お
互
い
の
不
信
感
の
所
在
も
明
ら
か

に
し
な
が
ら
真
摯
な
意
見
交
換
が
実
現
さ

れ
て
い
る
。
日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
い
わ
ば
、

日
露
関
係
の
知
的
イ
ン
フ
ラ
構
築
の
役
割

を
果
た
し
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
議
論
を
通
じ
て
、
日
露
双

方
の
そ
の
時
点
で
の
体
温
を
測
る
こ
と
が

出
来
、
諸
課
題
が
顕
在
化
す
る
前
に
早
め

に
論
調
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

日
露
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
二
国
間
関
係
を
つ
む

ぐ
上
で
の
重
要
な
発
信
と
受
信
の
場
に
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

展
す
る
中
で
日
露
の
抱
え
る
共
通
の
課

題
、
例
え
ば
文
化
の
普
遍
性
と
固
有
性
等

も
浮
か
び
あ
が
り
、
さ
ら
な
る
日
露
協
力
、

相
互
理
解
の
接
点
も
生
ま
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

次
回
の
日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
８
年
の
適
切
な
時
期
に
開
催
す
る

方
向
で
今
後
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
調

整
し
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
と
と
も

に
、
そ
の
間
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
世

論
啓
発
に
つ
な
が
る
活
動
を
協
議
し
、
実

施
を
検
討
す
る
こ
と
も
合
意
さ
れ
た
。a
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●「日露フォーラム」の歩み
開催日 2001年5月29日（火）、30日（水）
場所 モスクワ

総合研究開発機構（NIRA）、ロシアの戦
略策定センターの共催

共同議長
日本側●有馬龍夫政府代表
ロシア側●グレフ経済発展貿易大臣

議論の ①経済の展望、②人文・文化交流、③地
主なテーマ 政学的関係（平和条約締結問題に関連

する議論を含む）
参加者 日露双方の有識者約70名

開催日 2002年5月20日（月）、21日（火）
場所 サンクトペテルブルク

総合研究開発機構（NIRA）、ロシアの戦
略策定センター及び北西戦略策定セン

共同議長
日本側●有馬龍夫政府代表
ロシア側●A・P・ロシュコフ外務次官

議論の ①21世紀の平和・安全保障の新しいパラ
主なテーマ ダイム、②国境を越えたテロリズムの根

源的要因とその除去への日露協力、③日
露文化交流の展望

参加者 日露双方の有識者約50名

開催日 2003年9月12日（金）、13日（土）
場所 イルクーツク

総合研究開発機構、戦略策定センター
及びイルクーツク州行政府の共催

共同議長
日本側●有馬龍夫政府代表
ロシア側●A・P・ロシュコフ外務次官

議論の ①経済投資分野における日露協力、②アジ
主なテーマ ア太平洋地域諸国における協力関係の強化

の要因としてのエネルギー及び環境分野に
おける日露のパートナーシップ、③日露両
国の相互理解・対話の深化をめざして

参加者 日露双方の有識者約50名

開催日 2004年10月20日（水）、21日（木）
場所 石川県金沢市

総合研究開発機構、戦略策定センターの共催
日本側●有馬龍夫政府代表

共同議長 ロシア側●D・メーゼンツェフ連邦院
副議長

議論の ①北東アジアの平和と安定に資する日露関
主なテーマ 係－－歴史的視座に立って、②シベリア・極

東と日本の交流－－イルクーツクから石川へ
参加者 日露双方の有識者約40名

開催日 2007年3月19日（月）、20日（火）
場所 東京都

ジャパンファウンデーション、戦略策定
センターの共催
日本側●有馬龍夫政府代表

共同議長 ロシア側●D・メーゼンツェフ・連邦院　
副議長兼戦略策定センター副理事長

議論の ①アジア太平洋の中の日露協力の展望：政
主なテーマ 治と文化、②資源と関連テクノロジー
参加者 日露双方の有識者約50名

第
1
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

総合研究開発機構（NIRA）、ロシアの
戦略策定センターの共催
日本側●有馬龍夫政府代表
ロシア側●グレフ経済発展貿易大臣

①経済の展望、②人文・文化交流、③
地政学的関係（平和条約締結問題に関
連する議論を含む）

議論の
主なテーマ

議論の
主なテーマ

議論の
主なテーマ

議論の
主なテーマ

議論の
主なテーマ

総合研究開発機構、戦略策定センター
及び北西戦略策定センターの共催
日本側●有馬龍夫政府代表
ロシア側●A・P・ロシュコフ外務次官

①21世紀の平和・安全保障の新しいパ
ラダイム、②国境を越えたテロリズム
の根源的要因とその除去への日露協
力、③日露文化交流の展望

総合研究開発機構、戦略策定センター
及びイルクーツク州行政府の共催

日本側●有馬龍夫政府代表
ロシア側●A・P・ロシュコフ外務次官

①経済投資分野における日露協力、②
アジア太平洋地域諸国における協力関
係の強化の要因としてのエネルギー及
び環境分野における日露のパートナー
シップ、③日露両国の相互理解・対話
の深化をめざして

日本側●有馬龍夫政府代表
ロシア側●D・Ｆ・メーゼンツェフ連邦院
副議長兼戦略策定センター副理事長

①北東アジアの平和と安定に資する日露関
係－－歴史的視座に立って、②シベリア・極
東と日本の交流－－イルクーツクから石川へ

ジャパンファウンデーション、戦略策定
センターの共催
日本側●有馬龍夫政府代表
ロシア側●D・Ｆ・メーゼンツェフ連邦院
副議長兼戦略策定センター副理事長

①アジア太平洋の中の日露協力の展望：
政治と文化、②資源と関連テクノロジー




